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石垣 隆介（いしがき りゅうすけ） 

医  長 （H23 年度卒） 

経 歴 

平成 24 年  3 月 山形大学医学部医学科卒業 

平成 25 年  4 月 山形大学医学部附属病院に初期研修医として勤務 

平成 27 年  4 月 米沢市立病院小児科に後期研修医として勤務 

平成 28 年  4 月 山形大学医学部附属病院小児科に後期研修医として勤務 

平成 30 年  4 月 山形市立病院済生館小児科に後期研修医として勤務 

平成 31 年  4 月 済生会山形済生病院小児科に勤務 

令和  2 年  4 月 山形大学医学部附属病院に勤務 

令和  6 年  4 月 札幌北楡病院小児思春期科に勤務 

資 格 

日本小児科学会専門医  

所属学会 

日本小児科学会  

日本小児血液・がん学会 

日本血液学会 
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業 績 

学会発表（筆頭のみ） 

 石垣隆介、目黒亨、佐藤裕子、成田亜矢、石川雅樹、柴橋広智、川崎直未、簡野美弥子、安

孫子優、高木理彰、三井哲夫．急性左上下肢不全麻痺を契機として発見され脳梗塞の合併を

認めた、急性リンパ性白血病の 2 歳男児．第 68 回北日本小児科学会、弘前市、2016/9/10 

 石垣隆介、目黒亨、佐藤裕子、川崎直未、簡野美弥子、川崎基、今野伸弥、中村潤、阿部直

弘、貞弘光章、三井哲夫．Propranolol で内科的治療を行った乳児血管性腫瘍の 3 例．第 39

回東北小児がん研究会、仙台市、2017/3/18 

 石垣隆介、目黒亨、佐藤裕子、奥山志野、藤井隆、川崎基、簡野美弥子、三井哲夫、中島拓、

菅原正登、高木理彰．舟状骨原発の骨髄炎、および抗菌薬治療中に二次性血球貪食症候群を

発症した一例．第 69 回北日本小児科学会、札幌市、2017/9/2 

 石垣隆介、大通尚、阿部暁子、前田勝子、吉田真彰、清田直樹、佐藤文子、角田孝彦、大竹

浩也、飯野光喜、清水行敏．診療科横断的な治療により改善した Stevens-Johnson 症候群

の 1 例．第 110 回日本小児科学会山形地方会、山形市、2018/11/25 

 石垣隆介、上村雄太、川崎直未、川崎基、目黒亨、簡野美弥子、須藤陽介、佐々木綾子、三

井哲夫．Kasabach-Merritt 現象を伴う顔面巨大血管腫に対して薬物治療中の新生児．第 42

回東北小児がん研究会、Web 開催、2021/3/20 

 石垣隆介、簡野美弥子、上村雄太、佐藤裕子、川崎直未、川崎基、目黒亨、三井哲夫．Down

症候群に伴う骨髄性白血病としての治療を行った GATA1 変異陽性骨髄異形成症候群の 5 か

月女児．第 6 回山形県血液研究会、山形市、2021/11/19 

 石垣隆介、川崎直未、目黒亨、上村雄太、佐藤裕子、簡野美弥子、高原大一郎、菅原正登、

高木理彰、三井哲夫．病的骨折後、骨嚢腫としての画像フォロー中に病変が増大し骨肉腫と

診断された 3 歳男児．第 43 回東北小児がん研究会、Web 開催、2022/3/19 

 石垣隆介、川崎直未、目黒亨、上村雄太、佐藤裕子、簡野美弥子、中村和幸、三井哲夫．小

児急性リンパ性白血病の寛解導入療法中、可逆性後白質脳症症候群を発症した 3 症例．第 73

回北日本小児科学会、Web 開催、2022/9/9 

 石垣隆介、目黒亨、川崎直未、佐藤裕子、上村雄太、簡野美弥子、三井哲夫．再発難治骨肉

腫に対しての Pazopanib の使用経験．第 65 回日本小児血液・がん学会学術集会、札幌市、

2023/9/29 


